
熊本市
令和８年（2026年）４月

　熊本地震は、最大震度７が２回、震度６の地震が５回、余震の累計は4,000回超の観測史上初の

大災害となり、本市だけで死者90人、避難者数が最大11万人、住家被害が13万件にも及ぶ甚大な

被害に見舞われました。

　また、熊本のシンボルである熊本城の被害をはじめ、市民病院の機能停止、避難所における混

乱、デマ情報の錯綜など、想定外の事態が次から次へと発生し、行政による公助の限界が露わにな

った災害でした。

　このような状況下において、地域における共助や自助が大きな力を発揮し、助け合い支え合う地

域のつながりこそが真の防災力であることを、わたしたちは実感しました。　

　本市では、この熊本地震の最大の教訓を胸に、これまで地域や関係団体と連携した取組を力強

く推進して、様 な々面から防災力をアップデートしてきました。

　今後も全国的に大規模かつ広域的な災害の発生が想定される中、この10年の節目を契機とし

て、安全・安心で災害に強くしなやかなまちづくりを更に加速化させるとともに、他の自治体にも震災

の教訓を伝承することで、九州をはじめ全国の自治体の災害対応力の向上をけん引してまいります。

基本方針

各事業の詳細は
熊本市公式HPを
ご覧ください

―熊本地震10年の取組―
「支えられた日 を々、支え合う力に。」

熊本地震から10年

支えられた日々 を、
支え合う力に。

犠牲になられた方々への追悼と想いの継承

熊本地震から10年の節目に、犠牲となられた方々への追悼と、復旧・復興の歩みの振り返り、
そして支えてくださった全ての方々への感謝の想いを込め、以下の基本方針に基づき取組を進めます。

復旧・復興の歩みの振り返り

未来への教訓等の伝承

支援への感謝と恩返し

助け合い支え合う地域のつながりこそ真の防災力

犠牲となられた方々に追悼の意を表することに加え、災害の記憶の風化を防ぎ、熊本県全体で
防災への思いを新たにするため、県と県内市町村との共催により、合同追悼式を開催します。

熊本市現代美術館や動植物園、熊本競輪場において、
熊本地震の当時や復旧・復興の歩みを振り返る企画・イベント等を開催します。

九州市長会防災部会等と連携した訓練やTKB48避難所訓練などを実施します。
各区において、防災イベント等を実施し、地域防災力の向上を図ります。

復興コンサートの開催や熊本城及びその周辺地域による年間を通じたイベントを開催し、
様々なご支援への感謝を伝えるとともに、防災意識の醸成を図ります。

熊本地震関連の主なご支援等
■寄附金等の受付状況：約446億円（令和8年（2026年）1月31日時点）

■ボランティア、自治体・民間事業者等からの人的支援

・熊本市災害ボランティアセンター　　　 延べ活動人数　約37,900人（平成28年（2016年）11月まで）

・自治体・民間事業者等からの人的支援　延べ派遣受入人数 125,333人（令和7年（2025年）３月末時点）

この他、 全国各地より、多数の支援物資をいただくなど、国内外の多くの皆様からご支援・ご協力を賜り、

本市の復旧・復興の大きな力となりました。心より御礼申し上げます。



平成28年熊本地震からの復旧・復興の歩み
平成28年熊本地震（以下「熊本地震」という。）から10年が経過しました。
市民の皆様の支え合いと、国内外の多くの皆様からの温かいご支援により、
復旧・復興を着実に進めることができましたことに、心より感謝申し上げます。

熊本地震の被害状況・復旧状況※熊本市の状況

■水道：約326,000戸断水>>>>>>>>平成28年（2016年）4月30日通水完了
■電気：約278,400戸停電>>>>>>>>平成28年（2016年）4月18日午後復旧
■ガス：約100,900戸供給停止>>>>平成28年（2016年）4月30日復旧完了

死者
重傷者

90人（直接死6人　関連死84人）

772人（重度の障がい者6人を含む）
避難所
避難者数

267箇所（最大）

110,750人（最大） 全　　　壊
大規模半壊
半　　　壊
一 部 損 壊

　　計

※り災証明交付件数
（令和8年（2026年）1月末時点）

5,764件
8,972件

38,964件
82,985件

136,685件

人的被害（令和8年（2026年）1月末時点） 避難所・避難者数 住家被害

がけ崩れ被害戸数（造成宅地変状箇所内の箇所を含む）
液状化被害戸数

計

約4,300戸
約2,900戸
約7,200戸

宅地被害の状況

平成28年（2016年）
前震発生（最大震度7）／熊本市災害対策本部設置
り災証明の発行開始

本震発生（最大震度7）
熊本市民病院が被災し、入院患者全員の転・退院及び救急外来の受入中止を決定

熊本市災害ボランティアセンターの開設

熊本市民病院の外来診療の一部再開／民間賃貸住宅借上げ（みなし仮設）の募集開始

熊本市震災復興本部設置・「熊本市震災復興基本方針」を策定

被災した熊本市民病院について東町北住宅（国有地）への移転再建の方針を決定

総合相談窓口の開設

阿蘇くまもと空港の国内線全便が運行再開

市議会「第1回熊本地震からの復旧・復興に関する調査特別委員会」を開催

（平成29年（2017年）３月８日までに計８回開催）

建設型応急住宅への入居開始

白川橋の全面通行止めが解除

市内全ての避難所を閉鎖

全ての建設型応急住宅が竣工(全9団地）、計541戸

「熊本市民病院再建基本計画」を策定

「熊本市震災復興計画」を策定

熊本地震慰霊祭の開催

各区役所に「地域支え合いセンター」を設置

被災者が一日も早く安全・安心な生活を取り戻すことができるよう、
住まいの確保支援や心のケア等、生活再建に向けた総合的な支援を加速化しました。

被災者支援・相談のためのワンストップ窓口を各区に開設しました。

最終的に南区に７団地（449戸）、東区に２団地（92戸）を建設しました。

復旧した大天守の屋根部分に「しゃちほこ」が２体揃いました。

住まい再建に支援が必要な世帯に対し、入居手続きの支援等を実施しました。

最大267か所にのぼった避難所を順次閉鎖し、熊本市総合体育館を最後に閉鎖しました。

被災者の見守りや生活・健康相談、地域コミュニティ支援等を実施しました。
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「熊本復興 飛翔祭」(ブルーインパルス展示飛行)の開催

「伴走型住まい確保支援事業」を開始

災害公営住宅の建設に着工

4月

7月

12月

23日

1日

13日

熊本市民病院再建工事着工

「熊本城復旧基本計画」を策定

「平成28年熊本地震　熊本市震災記録誌」刊行／防災教育副読本「つなぐ」を作成

全国の自治体初LINEを活用した震災対処実動訓練

熊本城大天守に「しゃちほこ」設置

被災家屋等の公費解体が全て完了

2月

3月

3月

4月

4月

10月

12月

5日

15日

28日

22日

26日

熊本城天守閣復旧工事に本格着手4月 5日

「避難所担当職員」配置後初の震災対処実動訓練4月 16日

平成29年（2017年）

平成30年（2018年）

熊本市最初の災害公営住宅が完成

道路・橋梁、河川、上下水道施設・上水道管路の災害復旧工事が完了

被災住宅の応急修理が全て完了

災害救助法における「救助実施市」に指定
地域住民約3,400人が参加した震災対処実動訓練

災害関連地域防災がけ崩れ対策事業（全71地区）が完了

宅地耐震化推進事業（大規模）（全9地区）が完了

宅地液状化防止事業による工事開始（南区近見地区）

桜町地区再開発施設内商業施設「SAKURA MACHI Kumamoto」オープン

1月

3月

4月
4月

7月

8月

8月

9月

2月～3月

31日

1日
20日

14日

平成31年／令和元年（2019年）

各区に17ヶ所のまちづくりセンターを新設、まちづくり支援専任の地域担当職員
を配置し、平時から地域と課題解決に取り組むとともに、発災時に地域の状況に
応じた迅速かつ柔軟な対応ができる体制づくりを支援しています。　

熊本地震の際には既存道路が被災・寸断され深刻な交通渋滞が発生しました
が、本区間の開通により、物資輸送・救助活動に寄与するダブルネットワーク
機能が構築されました。

まちづくりセンター・地域担当職員の設置

3月 熊本西環状道路（花園工区）の開通

4月

各区に避難所担当職員を配置し、地域や学校などの施設管理者と連携して
災害時の避難所開設・運営の体制を構築しています。

校区防災連絡会・避難所運営委員会の設置

熊本地震で被災した動植物園と大規模改修のため長期休館していた熊本博物館が
相次いで全面再開を果たし、多くの来場者でにぎわいました。

熊本市動植物園・熊本博物館の全面再開

10月

10月

1日

5日

熊本市民病院の再建

熊本城特別公開開始
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耐震機能・病院機能を強化するなど、「災害に強い病院」として再建し、
コロナ禍では市民の皆様の命を守る拠点となりました。

熊本城大天守の外観復旧が完了したことに伴い、天守閣前広場の一部に至るルートの公開を開始しました。



平成31年／令和元年（2019年）

6月 1日

熊本城の被害状況や今しか見られない復旧過程を安全に
観覧いただけるようになりました。

熊本城特別見学通路公開開始

11月 13日

19日

市民の日常の利便性及び観光客の回遊性の
向上に加え、災害時の広場機能の確保など、災
害に強い中心市街地の整備を行いました。

被災者一人ひとりの状況に応じた支援を進め、
応急仮設住宅等入居世帯数は0世帯となりました。

花畑広場や熊本城ホールで開催し、森の都、
水の都である熊本市の魅力をPRしました。

花畑広場が完成

6月28日

天守閣の復旧に伴い展示をリニューアルし、模型やプロジェクションマッピング
等の映像を活用した展示をご覧いただけるようになりました。

熊本城天守閣内部公開開始

10月 1日

熊本地震の教訓や課題を踏まえ、地域防災力の向上に係る取組を推進するため、
「熊本市防災基本条例」を制定し、毎年4月16日を「熊本地震の日」と定めました。

熊本市防災基本条例の施行

4月23・24日 第4回アジア・太平洋水サミットの開催

令和３年（2021年）
白川口駅前広場の整備完了3月20日

令和４年（2022年）
宅地耐震化推進事業（拡充）（全156地区）が完了

第38回全国都市緑化くまもとフェアの開催
1月　

3月～

応急仮設住宅等入居世帯数が0世帯に12月

令和２年（2020年）
学校施設の災害復旧工事が完了

下水道管渠の災害復旧工事が完了

「まちなか再生プロジェクト」が始動

令和２年７月豪雨の被災地へ支援を実施

2月

3月

4月

29日

17日

７月～

令和５年（2023年）
「熊本城復旧基本計画」を改定し、復旧完了までの計画期間を

令和34年度（2052年度）に再設定。

「熊本地震の日」周知啓発イベントの初開催

洋学校教師館(ジェーンズ邸)の復旧・公開再開

3月

4月

9月

16日

1日

10月19日

27日

令和６年（2024年）

令和７年（2025年）

校区防災連絡会の設置完了(100％)3月

近見地区の宅地液状化防止事業工事が完了2月

令和6年能登半島地震の被災地へ支援を実施１月～

令和８年（2026年）
熊本競輪場グランドオープン1月

「熊本市新庁舎整備に関する基本構想」を策定8月

3月

平時には、地域活動やボランティア活動の参加率を高めるツールとして
活用し、災害時には、避難所運営や避難状況把握等にも活用できる、ス
マートフォンアプリ「くまもとアプリ」を導入しました。

あらゆる災害から市民の皆様の生命・財産を守る
拠点としての新庁舎整備を進めます。

くまもとアプリの導入・活用

1月

南海トラフ地震や大規模災害を想定した、九州全体での防災・減災対策、
相互支援体制の構築等について検討を開始しました。

九州市長会において、ONE KYUSHU プロジェクトチームを設置

8月

災害救助実施市として、災害救助法の適用を決定し、
スピード感をもって対応にあたりました。

令和7年8月豪雨対応

本区間が開通したことで、更なる道路の多重性が確保され、
災害に強い道路ネットワークが形成されました。

熊本西環状道路（池上工区）の開通

熊本市初となる建設型応急住宅の撤去開始

全ての災害公営住宅が完成（８団地・326戸）

11月

11月

1日

22日

両大会を通じて世界中から多くの来訪者を迎え、観光客数と観光
消費額が過去最高を記録するなど、熊本地震からの復旧・復興の
歩みを国内外にアピールする貴重な機会となりました。

12月 1日
経済成長をけん引するプロジェクトとして
桜町・花畑周辺地区の再整備を推進し、
備蓄倉庫の機能も備えた熊本城ホール
など全施設が開業しました。

「市長と若者たちとのトークセッション」や「震災復興パネル展」、遊びを通じて防災を
学ぶ「防災ヒーロー入団試験」などを行い、約3,000人がご来場されました。

熊本城ホールグランドオープン

10月

11月30日～12月15日

6・13日 ラグビーワールドカップ2019の熊本市開催
2019女子ハンドボール世界選手権大会の熊本市開催

熊本地震で大きな被害を受けた熊本競輪場は、全ての再建工事が完了し、
1月27日にグランドオープンしました。
新たに整備した場内の駐車場は、大規模災害発生時には車中泊避難場所として
活用することができるほか、敷地内のサービスセンターには防災備蓄倉庫を設け、
地域の防災拠点としても活用します。

老朽化した建築物の建て替えを促進し、中心市街地の
防災力の向上、賑わいの創出を図る制度がスタートしました。
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被災者支援

防災・減災のまちづくり

熊本地震の記録、記憶及び教訓の伝承

被災者支援のための専任組織として設置していた「地域支え合いセンタ
ー」による支援から、令和４年度以降は既存組織の枠組みの中での支援
へと移行し、被災者からの相談に対応できる体制を継続しています。

地域防災力の更なる向上

インフラ整備

避難環境の整備

■

あらゆる災害から市民の皆様の生命・財
産を守ることに加え、市民サービスの更な
る向上を図るため、本庁舎等の建て替え
を進めます。

■

老朽化した建築物の建て替えを促進し、
中心市街地の防災力を向上させるとと
もに、現庁舎跡地利活用や周辺のまちづ
くりを通じ、中心市街地全体の賑わい、
地域・経済交流などに資するまちづくり
を進めます。

■

大規模地震発生時においても上下水道の基本的なサービスを安定的に
提供できるよう、施設や管路の耐震化を進めます。

■

上下水道管路や約3,000橋の橋梁の老朽化が進んでおり、計画的な
老朽化対策を実施していきます。

■

「熊本西環状道路」や「10分・20分構想」
などの高規格道路は、災害時において、ダ
ブルネットワークの機能を果たすことか
ら、救助・救援活動の円滑化や迅速な復
旧が期待されます。
花園工区、池上工区が開通した「熊本西
環状道路」の更なるダブルネットワーク機
能構築のため、砂原工区の開通に向け取
り組むとともに、「10分・20分構想」の早
期実現に向けて取組を進めます。

■

市民の皆様の防災意識の向上につながることを目的とした防災啓発イベントの実施や区における
地域と連携した取組、防災教育などに引き続き取り組みます。

■

プライバシーの確保や寝床の改善の取組として、パーティションや簡易
ベッドの備蓄を加速度的に整備するとともに、キッチンカー等の活用を
進め、全市的な震災対処訓練の実施時など、災害時のみならず、平時
の利活用を行うことで地域住民への周知広報を図ります。

■

新たな生活環境において、孤立することなく、健やかに生活を続けら
れるよう、生活困窮世帯の相談支援の強化による福祉的な支援、地
域での交流会等の開催などによる地域コミュニティの活性化等に継
続的に取り組んでいます。

■

市民や地域の皆様、施設管理者、防災関係機関、民間企業等と連携し、
全市的な訓練を毎年実施しています。年度毎にフェーズを変えた訓練
に計画的に取り組むことで、災害対応力の向上を図ります。

■

国や県、他都市、他の関係機関
等と連携を強化し、効果的で
効率的な災害対応体制の構築
に取り組みます。

■ 今後も熊本地震の教訓をいかして、他
の被災自治体を支援していきます。ま
た、支援することで熊本市職員の災害
対応力の向上を図ります。

■ 南海トラフ地震をはじめ、今後起こり得る
大規模災害に備えるため、県内のみならず、
九州・全国での防災・減災対策や相互支援
体制の構築等に取り組みます。

■

校区防災連絡会・避難所運営委員会など、地域と連携した取組や、地域
の防災リーダー等の人材育成に取り組みます。

■

定期的なカウンセリングが必要な児童生徒数調査の中に熊本地震
の影響による児童生徒数も含んでおり、引き続き、児童・生徒の心の
ケアを実施していきます。

■

新庁舎建設地

「10分・20分構想」のイメージ図

今
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組
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福祉支援の充実と地域コミュニティの活性化

こどもたちへの心のケア

他都市への支援・協力体制の構築

災害に強く賑わいのある中心市街地の整備

災害時に機能する高規格道路の整備

防災意識の向上に向けた取組の推進


